
令和 2年度

滋賀県レイカディア大学同窓会

定期総会議案書

時 :令和 2年 4月 22日 (水 )

※今年度は定期総会を中止し、文書での議決とします。



定 期 総 会 次 第

5。 議  事 (文書 での勧

第 1号議案  平成 31年度 (令和元年)事業報告

第 2号議案  平成 31年度 (令和元年)収支決算報告

及び監査報告

第 3号議案  役員改選 (案 )

第 4号議案  令和 2年度事業計画 (案 )

第 5号議案  令和 2年度収支予算 (案 )

☆今年度は会則の改定はありません。
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取扱注意 （敬称略）

所 属 支 部 受 賞 者 氏 名 卒校 卒期 学科 所在地 備　考

甲 賀 ・ 湖 南 竹 内
たけうち

平 吾
へいご

草津校 17期 園芸 湖南市 白寿

湖 北 西 堀
にしぼり

貞 江
さだえ

米原校 18期 生活 米原市 白寿

小 林
こばやし

鈴 子
すずこ

草津校 14期 文芸 高島市 白寿

林
はやし

美 栄
みえ

草津校 15期 生活科学 高島市 白寿

礒 田
いそだ

考
こう

潤
にん

草津校 35期 園芸 大津市

中 谷
なかたに

浩 治
こうじ

草津校 37期 びわ環 大津市

新 井
あらい

弘 進
こうしん

草津校 29期 園芸 草津市

奥 村
おくむら

常
つね

治 郎
じろう

草津校 17期 文芸 草津市

守 山 ・ 野 洲 鳥 居
とりい

義 樹
よしき

草津校 22期 陶芸 守山市

甲 賀 ・ 湖 南 清 水
しみず

平 男
ひらお

草津校 33期 地域文化 甲賀市

岡 田
おかだ

な を 子
こ

米原校 23期 生活 近江八幡市

吉 田
よしだ

君 雄
きみお

米原校 26期 生活 近江八幡市

佐 々 木
ささき

茂 善
しげよし

草津校 26期 園芸 近江八幡市

藤 野
ふじの

重 昭
しげあき

米原校 18期 園芸 東近江市

藤 井
ふじい

一 代
かずよ

米原校 25期 生活 東近江市

矢 野
やの

高 安
たかやす

米原校 23期 園芸 近江八幡市

本 間
ほんま

小 一 郎
こいちろう

米原校 27期 文芸 近江八幡市

大 久 保
おおくぼ

忠 彦
ただひこ

米原校 19期 文芸 東近江市

北 川
きたがわ

久
ひさし

米原校 18期 園芸 彦根市

青 木
あおき

秋 子
あきこ

米原校 24期 スポレク 彦根市

堤
つつみ

幸 子
さちこ

米原校 18期 文化 長浜市

大 橋
おおはし

充 子
みつこ

米原校 21期 スポーツ 長浜市

川 部
かわべ

寛 子
ひろこ

米原校 19期 スポーツ 米原市

宮 口
みやぐち

敏 夫
としお

米原校 27期 園芸 米原市

志 村
しむら

市 左 衛 門
いちざえもん

草津校 24期 文芸 高島市

松 本
まつもと

直 子
なおこ

米原校 23期 文芸 高島市

令和２年度　長寿者（白寿、米寿）慶祝

２６名　（白寿：４名、米寿：２２名）

湖 北

大 津

草 津 ・ 栗 東

高 島

高 島

湖 東

近 江 八 幡

中 部
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第 1号議案       平成 31年度 (令和元年)事業報告

I.活動の総括
元号が改まることを念頭に置き「地域社会から期待される存在となることを目指して」私たち同窓会会

員にとって最も大切なことは、

1.地域活動の担い手としての自覚を末永く持ち続けること。

2.同窓会憲章を守り抜く伝統を息づかせること。

3.社会的評価や認知度を高める活動に、先輩後輩相携えて取り組むこと

であると宣言して、格別の思いでそれぞれの志気を鼓舞 しながら、力強く且つ粛々と事業に取

り組んだ結果を、以下のとおり総括いたします。

① 魅力有る同窓会となるため、総務研修部会 。広報情報部会・地域活動部会が有機的に結合し、機能

を十分に発揮していくために担当役員制を敷き、情報の共有によって事業計画を、遅滞なく実施す

ることが出来た。

② 本部に対する会員のニーズの変化に対応していくために、充実した支部活動に重点を置き、本部と

してもレイカディア懇話会・学長懇談会・系統外郭団体と合同開催するなどして、リカレント制度

への積極的入学を充実させるなど、成果を上げることが出来た。

特に、三日月知事を講師に記念講演会を実施するなどしたことは、会員相互の意識改革にも大きく

影響したものと思います。

③ 同窓会の資金力強化のために、行政や優良企業とのタイアップによる助成金や補助金の収受・機関

誌 「會報」への広告掲載による広告料の獲得を思考したが、一部の支部に実績が見られたものの、

本部としては実らなかった。

④ 「會報」を親しみやすく読みやすい機関誌となることを目指して、発行形態や仕様を検討しコス ト

削減する事については、質の低下を招くことのないように配慮しながら、コス ト削減の観点からペ

ージ数を減らしながらも、会員情報を重点的に掲載することとし、併せて「會報」の愛称を「つな

がり」と命名し、夏号・冬号の年 2回の発行で、親近感を繋ぐこととした。

⑤ 学生募集活動等母校の発展に寄与する活動を強化するために、募集活動には各支部共に重要な事業

計画に位置づけて、会員のロコミはもとより、各地区の量販店店頭などに立ち全県的な運動を展開

したが、一部の学科で期待値を満たすことが出来ず残念に思 う。

⑥ 役員改選年度に当り、比較的早い時期から会員の意識付けを行なってきたことが奏功し、会員の前

向きな姿勢を引き出すことと成 り、速やかな新体制を内定することが出来、新年度への意欲を感じ

ることが出来た。

⑦ 滋賀県レイカディア大学同窓会は「地域の担い手」として期待されていることを念頭に置き、「入

会者の減少」「会員の漸減」「支部力の格差」「学生募集活動」をキーワー ドとして取組んできた結

果、「地域の担い手としての自党の高まり」「地域社会貢献活動の逐年増加」が見られた。一方 「入

会率の低下」「会員数の減少」課題は、「会員のニーズの多様化」「高齢化の進行」等々、社会構造的

な障壁があると思われる。また「支部力の格差」については、いわゆる都市部と地方との生活環境

の違いが色濃く反映されて、一朝一夕の解消は困難と思われる。
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部

Ⅱ.各部会の活動報告

1.平成31年度本部定期総会          (担 当支部 守山野洲支部)
①開催日時 :平成31年 4月 24日 (水)14時 30分～16時 00分 於レイ大草津校大教室

②長寿者慶祝 :自寿該当者2名、米寿該当者32名  (内 16名の出席者に祝詞と祝い品贈呈)

③議事の提案 :賛成多数で承認を得た。*出席者数 :148名

④記念講演  滋賀県知事 ニケ月大造様の公務により延期

2.平和堂店舗で42期学生募集応募要項の配布
①配布期間 :平成31年 4月 27日 ～令和1年 7月 23日

②配布店舗数と配布回数 :19店舗で21回実施

③配布人数 (延べ人数):同窓会員 162名 レイ大事務局 19名

④配布部数 :5500部 (平和堂店舗以外での配布を含めると総計15, 000部配布)

3.滋賀県知事 二日月大造様による記念講演会の開催
①開催日時:令和1年 7月 8日 (月 ) 14時 00分～15時 00分  於レイ大草津校大教室
②演 題 :「人生100年時代を生きる」 ～長寿の力を地域の力に～
③参カロ者 1255名 (同窓会員・在校生,その他)

4.無料「必修講座」の聴講 (臨時休校の為、中止)
①草津校。開催日:令和2年 3月  6日 (金)10時～12時 聴講生:47名 (申込人数)
②米原校 :開催日:令和2年 3月 12日 (木)13時～15時 聴講生:56名 (申込人数)

報情報部

1.「會報」 36号の発行
① 「つながり夏号」 (7月 発行)「つながり冬号」(12月 )の年 2回発行を実施。

2.同窓会広報ツールの作成
①同窓会入会案内バンフレットの作成

②同窓会活動紹介の展示用パネルを作成

3.同窓会ホームページ (HP)ト ップページの入れ替え

4.同窓会事業の取材活動 とHPへ の掲載
①同窓会定期総会、三日月滋賀県知事記念講演会及び地域活動事例発表会の取材活動

②取材記事をHPへ掲載

‐
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1.地域活動の継続と拡大化
①草津校/米原校レイカディアの日に参加

・草津校 :令和 1年 5月 30日 (本)地球市民の森 同窓会から28名 が参加
・米原校 :令和 1年 6月 15日 (土)愛知川沿い  同窓会から53名が参加

② コスモアースコンシャスアクトクリーンキャンペーン in草津に参カロ

。今年度で 3回 目の参加で恒例行事となつた、開催日 :令和 1年 6月 16日 (日 )

。昨年度と同じ草津市の矢橋帰帆島周辺で実施され、同窓会から45名が参加

③ 「美しい湖国をつくる会」の活動

・湖岸清掃、F4-境美化活動に各支部の実情に合わせてそれぞれが実施した

2.「 第 12回 地域活動事例発表会」の開催
①開催 日:令和1年 11月 18日 (月 )

②開催場所 :近江八幡市総合福祉センター ひまわり館 (1階ホール)
・各支部の積極的な選りすぐりの活動事例を発表されたことで同窓会全体に

大きな広がりを見せることを願っています。

Ⅲ.具体的な活動内容

日月
担当

部会
事業の概要

H31

4月

12日 (4=) 事務局
第 1回理事会開催                 会場 :近江八幡ひまわり館

・H31年 度 (令和元年)定期総会の準備及び対応について

24日 (オC)
総務

研修

平成 31年度 (令和元年)本部定期総会開催
。担当 :守山野洲支部 (出席者 1148名 )議事

県立長寿社会福祉センター

決算報告、計画・予算他

錫
隷

25 日(冽 )ヽ 事務局
第 2回理事会及び懇親会開催

。新年度の取組及び三日月知事

会場 :近江人幡ひまわり館

(懇親会 :グ リーンホテル)「講演会」開催について

27 日(」ヒ)
総務

研修

学生募集ビラの配布 (4月 ～ 7月 )      配布場所 :平和堂様県下 19店舗
・合計 21回実施、配付部数 5, 500部、 (延べ 162人が参加)

Rl
5月
30 日(本)

地域

活動

サポー ト隊「レイカディアの日」に参加

・同窓会より28名が参力1

会場 :守山市地球市民の森

6月

7日 (金 ) 事務局
第 1日常任理事会開催              会場 :近江八幡ひまわり館

・本年度活動方針の確認と進捗状況、三日月知事 「講演会」開催について

16日 (日 )
地域

活動

湖岸清掃活動に参加

・昨年に引き続き「クリーン

清掃場所 :草津市南山田町。矢橋町の帰帆島周辺

キャンペーンin草津」に参カロ 参カロ人員 45名

7月 8日 (月 )
総務

研修

「記念講演会」の開催            会場 :県立長寿社会福祉センター

・講師 滋賀県知事 二日月大造様 参カロ者 255名 (内同窓会員 205名 )

8月 6日 O火 ) 事務局
正副会長 日会計・部会長会議の開催         会場 :近江八幡ひまわり館

。三日月知事「記念講演会」後の対応について

‐
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7日 (水 ) 事務局
同窓会入会説明会 (米原校)      会場 :米原校第 1会議室 (授業時間内)

。同窓会説明資料、入会申込書の配布 *会長説明

27日 O火う 事務局
第 2回常任理事会開催

。「つながり」會報 36号冬号発行について、

会場 :近江八幡ひまわり館

2回地域活動事例発表会について第 1

9月

6日 (金) 事務局
同窓会入会説明会 (草津校)         会場 :草津校大教室 (授業時間内)

。同窓会説明資料、入会申込書の配布 *会長説明

12日 (木) 会長
第40期生卒業証書授与式出席
・卒業生 :草津:111名 、米原:5

会場 :県立文化産業交流会館イベントホール

4名 *同窓会への入会 :草津:67%、 米原:80%

10月

1日 (火 ) 会長
滋賀県レイカディア大学42期生入学式出席 会場 :県立長寿社会福祉センター
・入学予定者数 :草津校:146名 、米原校:38名

2日 (水 ) 事務局
第 3回常任理事会開催               会場 :近江人幡ひまわり館

。新ホームページについて、「同窓会活動の見える化」について

3日 (木) 事務局
山東老人大学 (中国)視察団対応      会場 :県立長寿社会福祉センター

・同窓会の活動内容を説明 *会長、事務局長出席

11月 18日 (月 )
地域

活動

第 12回地域活動事例発表会 (全 9支部発表)開催  会場 :近江人幡ひまわり館
・聴講参加者 :167名

12月

19日 (水) 事務局
第 4回常任理事会                 会場 :近江八幡ひまわり館

。次年度定期総会、必修講座の聴講、役員改選にっいて

19日 (オC)
広報

情報

會報の仕分け及び配布 (全支部及び関係先)     会場 :近江人幡ひまわり館
・配付部数 2, 500部 (含む予備分)

R2
2月
13日 (ラk) 事務局

第 5回常任理事会開催

・H31年 度 (令和元年 )

会場 :近江人幡ひまわり館

総会対応(議案書、新役員他)活動結果と今後の予定、

3月

6日 (金 )
総務

研修

「必修講座聴講」

(臨時休校の為、

草津校

中止)

テーマ :「高齢期を楽 しく過ごすために」

師 :大津市社会福祉協議会 森野道代氏講

12日 (本)
総務

研修

「必修講座聴講」

(臨時休校の為、

米原校

中止)

テーマ 1「高齢期を楽しく過ごすために」

師 :大津市社会福祉協議会 井ノロ浩士氏講

13日 (金) 事務局
(大学講座への対応)「地域活動体験学習」支部別活動内容の説明 草津校
(臨時体校の為、延期)

19日 C本0 事務局
(大学講座への対応)『地域活動体験学習」支部別活動内容の説明 米原校

(臨時休校の為、延期)

‐
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各部会議の開催

(総務研修部会)

日月 事業の概要

Rl

6月 18日 (りk)

第 1回総務研修部会議開催             会場 :近江人幡ひまわり館

・レイカディア大学同窓会の入会案内パンフレット作成について

。三日月知事の記念講演について

(広報情報部会 BHP管理班会議)

日月 事業の概要

Rl

5月
21日 Oた)

第 1回會報等編集班会議開催

。「會報」発行見直し編集方針の確認

。今年度活動内容の確認

会場 :近江人幡ひまわり館

8月 28日 (水 )
第 1回 HP管理班会議開催             会場 :近江八幡ひまわり館

・各支部のHP維持管理状況と問題点の確認

9月 19日 (ラド)
第 2回會報等編集班会議開催

。つながり冬号発行計画案提示

会場 :近江人幡ひまわり館

11ン 月 29日 (金)
第 3回會報等編集班会議開催

。つながり冬号最終校正

会場 :近江八幡ひまわり館

R2

2月
6日 (オ()

第 2回 HP管理班会議開催             会場 :近江八幡ひまわり館

・新HPの内容説明と各支部対応方について
。各支部の次期HP担当者の件

(地域活動部会)

日月 事業の概要

H31

4月

12日 (金)
第 1回地域活動部会議開催

。今年度の活動計画について

会場 :近江人幡ひまわり館

25日 (木 )
第 2回地域活動部会議開催             会場 :近江八幡ひまわり館

。地域活動事例発表会、「美しい湖国をつくる会」関連

Rl

7月
3日 (水 )

第 3回地域活動部会議開催             会場 :近江人幡ひまわり館

・地域活動事例発表会日程、「美しい湖国をつくる会J関連

10月 24 日(冽卜)
第 4回地域活動部会議開催

・地域活動事例発表会準備

会場 :近江人幡ひまわり館
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第2号議案    平成 31年度 (令和元年)収支決算報告及び監査報告
(自・平成31年 4月 1日 至・令和 2年 3月 31日 )

1.収入の部                           (単 位 : 円)

科 目 予算額 決算額 増  減 摘 要

前期繰越 83,764 83,764 0

会費 650,000 635,500 -14,500 予算1,300人分、決算1,271人分

入会金 60,000 62,000 2,000 予算120人分、 決算124人分

特別会費 0 0

雑収入 4 31,003 30,999 美国会よりの補助金、利息

〈
口 計 793,768 812,267 18,499

2.支出の部

科 目 予算額 決算額 増  減 摘 要

会
議
費

総会費 95,000 83,725 -11,275 会場費、参加者お茶代等

会議費 20,000 14,185 -5,815 理事会会議室費等

小計 115,000 97,910 -17,090

旅 費 40,000 37,200 -2,800 理事会旅費等

事
務
費

事務消耗費 20,000 10,964 -9,036 資料コピー代等

通信費 10,000 0 -10,000

小  計 30,000 10,964 -19,036

慶祝費 105,000 102,000 -3,000 総会慶祝者 34名分

事
業
費

総務研修部費 85,000 11,359 -73,641 部会旅費会議室使用等

広報情報部費 150,000 141,998 -8,002 會報 (夏、冬)印刷代、HP管理費等

地域活動部費 123,000 135,883 12,883 事例発表者謝ネL、 支部補助金等

小  計 358,000 289,240 -68,760

予備費 145,768 0 -145,768

合  計 793,768 537,314 -256,454

収入合計812,267円 一支出合計537,314円  =次年度繰越金274,953円
以上の通り報告します。

令和 2年 4月 1日 滋賀県レイカディア大学同窓会 会長 堀江 勇夫 ③
会計  藪 健治 ③

会則第 8条 3項 (8)に則り、収支決算報告書・証拠書類・諸帳票等の
監査を実施した結果いずれも適正に処理されていることを認めます。  「
令不日2年 4月 1日

監事  辻  純男 ⑪
監事  森井 幸三 ①
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第3号議案

会 長

副会長

副会長

事務局長

会 計

監 事

監 事

役員改選

勇 夫

(案)

(留
ヽ
１
′任 第 30期卒 地域文化学科え

江
印
堀

鍵
幸
“
裕
が
長
氷
奥

た
口
円
れ藤

“
望
た
多

おヵ、岡
は
今

じ治
嚇
健

響
藪

働
〓
一

“
幸い井

〕
森

か
孝

離
正

注
玉

こ
児

じゅん いち
順 一

(新¬睡) 第 37.期卒 北近江文化学科

(新 任) 第 37期卒 園芸学科

毬斤任) 第37期卒 ゴヒ近江文化学科

(留 任) 第35期卒 薗芸学科

(留 任) 第31期卒 地域文化学科

(新 4膿) 第32期卒 地域文化学科

‐
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第4号議案

I.活動の基本方針

令和 2年度事業計画 (案 )

“令和 2～3年度への展望 を しっか りと持 とうノノ"

母校滋賀県レイカディア大学にも、時代の変遷と共に様々な課題が生じて深刻化しています。「建学

の趣旨」を校是に掲げ「レイカディア讃歌」に、親 しみやすく平易な詩作として、広く県民に普及され

るべく、願い続けられて来ましたが、思うに任せぬ側面が浮き彫 りになって来ています。

われわれ同窓会においてもこれと同類項であり、双方共に時代の変化への対応が不十分であつたこ

とが、大きく影響していると思われます。

森羅万象、無常の理の中に在って「継続することは、変化し続けることである」との、先人の教えに

思いを致しきれなかったことに起因するものと思われます。

さて、2021年 に滋賀県社会福祉協議会が、創立 70周年を迎えられるに当たって、レイカディア

大学のあり方を抜本的に見直す取 り組みが、始まろうとするに当たつて「レイカディア大学のあり方

検討会」が設置され、その委員の一人に滋賀県レイカディア大学同窓会会長が、委嘱されることとなり

ました。

2020年 前半に議論を重ね提言を取り纏め、 2021年 に向けて具体的な実施計画が策定される

ものと推測されます。同窓会は母校あってのものですから、今後ともこれらの動きに深い関心を寄せ

ていきたいと思います。

ところで、同窓会は本部・支部ともに、役員が一新され新体制が発足いたします。役員と会員が,いを

一にして心機一転、県の「レイカディア滋賀高齢者福祉プラン」の基本理念でもある「県民一人ひとり

が輝ける健やかな滋賀の実現」に応えられるように、次の事柄に傾注して参 ります。

一、命題 として・・・

① 2018～ 2019年度の運営課題を謙虚に洗い出し、2020～ 2021年度の運営に十分に反
映させ、会員相互の理解を得ること

② 組織目標である「健康と親睦の増進」と「地域社会貢献活動」のバランス感覚を見直し、親しみや

すく魅力に富んだ同窓会を目指して、役員 。会員相携えて次年度構想をまとめ、意思統一を図るこ

と

二、具体事案 として・・・

① 母校 “滋賀県レイカディア大学のあり方"に関心を寄せ、会員のニーズを汲み上げる

② HPのサイトマップと管理規約を見直し、HPの運営に十全を期す

③ 男女が協働する組織の定着を期するため、役員人選への配慮を願い具現化に努力する

④ 滋賀県レイカディア大学同窓会の「地域活動の担い手Jと しての、自負と社会的認知度の隔たりを

行政との連携を強め、同窓会として何が出来るか主体的に考え実践する

‐10-



Ⅱ.各部会の活動計画

①開催日

②開催場

務研修部会

1.令和2年度本部定期総会の開催 (担当支部 近江ノヽ幡支部)

総会は急違牝 じ 、文書での議決 |こ変更
津校 大教室

2.(無料 )「必修講座」の聴講
。学校別必修講座の聴講

草津校.米原校各々で開催  開催月日.講座内容は別途学校側と調整 (1回/年 )

3.学長との懇談会の開催
。開催に向けて学校側 (大学事務局)と 協議

4.43期 学生募集活動応募要項の配布
・母校の発展に寄与

報情報部会

1.會報「つながり」の年 2回発行の継続

2.同窓会活動紹介パネルの見直し作成

3.同窓会HPサーバー会社との契約更改の実施

4.各支部のHP担当者のスキルアップを図る

5、 HP管理規約の見直し

域活動部

1.地域活動の継続 と拡大化
①草津。米原校のレイカディアの日にそれぞれの母校支部より参加

②コスモアースコンシャスアクトクリーンキャンペーン活動へ参加

。実施場所、日程が未定ではあるが参加して湖岸の環境美化に貢献する

③「美しい湖国をつくる会」活動に参加

・湖岸清掃、河畔清掃など

2.「第 13回 地域活動事例発表会」の開催
。開催日、場所は未定

。各支部より1テーマ

3.「地域活動体験学習」への参画
・草津校、米原校

‐
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第5号議案

1.収入の部

令和 2年度収支予算書 (案 )

(自・令和 2年 4月 1日  至・令和 3年 3月 31日 )

(単位 : 円)

科 目 前年決算額 当年度予算額 増  減 摘 要

前期繰越 83,764 274,953 191,189

会費 635,500 625,000 -10,500 会員 1, 250人 分

入会金 62,000 55,000 -7,000 新会員 110人 分

特別会費 0 0

雑収入 31,003 3 -31,000 禾J′息

∧
口 計 812,267 954,956 142,689

2.支出の部

科 目 前年決算額 当年度予算額 増  減 摘 要

会
議
費

総会費 83,725 95,000 11,275 資料印刷 。会場費等

会議費 14,185 20,000 5,815 理事会・常任理事会会場費

小計 97,910 115,000 17,090

旅 費 37,200 100,000 62,800 理事会常任理事会等旅費

事
務
費

事務消耗費 10,964 15,000 4,036 資料コピー・インク等

通信費 0 10,000 10,000 ハガキ・切手代

小  計 10,964 25,000 14,036

慶祝費 102,000 78,000 -24,000 対象者 26名

事
業
費

総務研修部費 11,359 50,000 38,641 部会会議室費旅費等

広報情報部費 141,998 198,000 56,002 會報発行及びHP管理等

地域活動部費 135,883 135,000 -883 事例発表会、地域活動補助金等

小  計 289,240 383,000 93,760

予備費 0 253,956 253,956

合 計 537,314 954,956 417,642

-12-



役職 氏名 卒期　　　学科 支部 専門部会

会　　長 堀 江 勇 夫 30・地文 中 部

副会長 奥 長 裕 幸 37・北近江 湖 北

副会長 藤 田 順 一 37・園芸 大 津

事務局長 今 岡 多 望 37・北近江 中 部

会　　計 藪 健 治 35・園芸 草・栗

藤 田 順 一 37・園芸 大 津 広報情報長

藪 健 治 35・園芸 草・栗 地域活動

小 島 治 34・地文 守・野 総務研修長

浦 田 好 造 34・園芸 甲・湖 総務研修

濱 口 勝 司 32・地文 八 幡 地域活動

今 岡 多 望 37・北近江 中 部 総務研修

上 野 芳 樹 37・園芸 湖 東 総務研修

奥 長 裕 幸 37・北近江 湖 北 地域活動長

木 下 納 28・園芸 高 島 総務研修

荒 堀 勝 正 32・健レク 大 津 総務研修

河 嶋 文 雄 35・陶芸 大 津 地域活動

北 川 勝 39・園芸 草・栗 総務研修

青 柳 公 夫 33・園芸 草・栗 広報情報

石 田 耕 一 34・園芸 守・野 広報情報

堀 井 宏 35・健づ 守・野 地域活動

本 田 秀 信 36・園芸 甲・湖 広報情報

松 井 和 子 34・健レク 甲・湖 地域活動

森 岡 隆 範 39・園芸 八 幡 広報情報

木 村 萩 女 37・健づ 八 幡 総務研修

福 永 好 子 38・健づ 中 部 広報情報

藤 本 修 38・陶芸 中 部 地域活動

諏 訪 俊 雄 37・北近江 湖 東 地域活動

廣 田 由 行 37・園芸 湖 東 広報情報

北 村 孝 雄 38・園芸 湖 北 総務研修

前 川 秀 和 40・健づ 湖 北 広報情報

清 水 良 秋 35・園芸 高 島 広報情報

柴 嵜 久 子 28・園芸 高 島 地域活動

中 村 登 37・園芸 大 津 HP管理班

青 柳 公 夫 33・園芸 草・栗 HP管理班

野 川 篤 美 36・地文 守・野 HP管理班長

木 下 美 恵 子 34・健レク 甲・湖 HP管理班

川 村 護 35・北近江 八 幡 HP管理班

前 田 邦 博 40・健づ 中 部 HP管理班

西 川 裕 38・北近 湖 東 HP管理班

三 俣 繁 美 38・北近 湖 北 HP管理班

湯 浅 清 明 40・園芸 高 島 HP管理班

森 井 幸 三 31・地文 甲・湖

児 玉 正 孝 32・地文 湖 東

外   部
相談役

千 﨑 道 生

事務局員 福 永 好 子 38・健づ 中 部

令和２～３年度滋賀県レイカディア大学同窓会役員名簿

 レイカディア振興課主幹

監　事

HP   　　  担当者

理事

（本部
理事）

常任
理事

（支部長）
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滋賀県レイカディア大学同窓会会則

(名 称 )
第 1条 本会は、滋賀県レイカディア大学同窓会と称する。

(会 員 )
第2条  本会は、滋賀県老人大学校および滋賀県レイカディア大学 (以下「母校」という。)の卒業生

をもつて組織する。

(事務所)

第 3条 本会の事務所は、滋賀県レイカディア大学同窓会の会長宅に置く。

(目 的)
第 4条 本会は、次の活動を推進することを目的とする。
(1)会員の親睦交流活動

(2)地域活動、ボランティア活動

(D 母校の存続と発展に寄与する活動

(事 業)
第 5条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行 う。
(1)総会及び役員会 (常任理事会および理事会)の開催

0)母 校の発展に寄与すること
(3)会員の親睦交流に関すること

(の 地域活動、ボランティア活動に関すること
(5)會報の発行および広報に関すること

(6)文化、スポーツ、健康、研修に関すること

(7)慶祝に関すること

(8)その他必要と認めた事業

(部局の設置および分掌)

第 6条 本会は、前条の事業を行うため、次の部局を設け分掌事項を定める。
(1)事務局

ア 会長を補佐し、各部会と連携をとり会務の調整に関すること
イ 常任理事会および理事会の会議案内、司会進行、議事録作成および保管に関すること
ウ 母校への入学募集および本会への入会に関すること
工 その他、他の部会に属さないこと

(2)総務研修部会

ア 総会に関すること
イ 慶祝に関すること
ウ 会員の親睦交流に関すること
工 研修事項の策定および実施に関すること
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(3)広報情報部会

ア 機関誌 「會報J等の発行に関すること
イ ホームページ (以下 HPと いう)の維持管理に関すること
ウ マスメディアヘのアプローチに関すること
工 その他同窓会および会員活動等の広報に関すること

(4)地域活動部会

ア 地域活動、ボランティア活動の推進に関すること
イ 会員の地域活動の調査、報告等に関すること
ウ 行政機関等各種団体との連携に関すること
工 支部で実施する地域活動、ボランティア活動の支援に関すること
オ 地域活動事例発表会に関すること

(支部とその区域 )

第7条  本会には、次表の支部を設け、その区域は表に掲げるとおりとする

支 部 名 区 域

大津支部 大津市

草津・栗東支部 草津市・栗東市

守山・野洲支部 守山市 。野洲市

甲賀・湖南支部 甲賀市・湖南市

近江人幡支部 近江人幡市

中部支部 東近江市(但 し旧湖東町 。1日愛東町を除く)・ 蒲生郡

湖東支部 彦根市・愛知郡 。大上郡 。東近江市の旧湖東町 。旧愛東町

湖北支部 長浜市 。米原市

高島支部 高島市

2 支部は、自主的にそれぞれの支部会則を定める。

(役 員)
第 8条 本会に次の役員を置く。
(1)会 長      1名
(2)副会長      2名
(3)事務局長     1名
(4)常任理事     9名 (各支部長 )

(5)理 事      18名 (各支部 2名 )

(6)HP管理班長    1名
(7)I‐IP担当者     9名 (各支部 1名 )

(8)事務局員    若干名 (必要に応じて)
(0会 計      1名
(10)監 事      2名

(11)外部相談役     1名
2 役員の選任は、次による。

(1)会長、副会長、事務局長、会計および監事は、会員の中から理事会において選出し、

総会の承認を得る。
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(2)常任理事、理事および HP担当者は、各支部にて選出する。

(3)HP管理班長は、HP担当者の中から選出する。
④  部会長は常任理事および理事の中から会長が推薦し、常任理事会にて承認を得る。
(5)部会員は常任理事、理事および HP担当者にて構成する、なお会長・副会長・事務局長および

会計は何れの部会へも参加出来る。

(6)事務局長は、必要に応じて会員の中から事務局員を選任することが出来る。その場合、会員の

中から事務局長が指名し、会長の承認を得る。

(7)外部相談役は、滋賀県社会福祉協議会レイカディア振興担当課長に就任を依頼する。

(8)役員選出にあたつては、男女共同参画の提唱と定着を常に念頭に置いて行 う。

3 役員の職務は、次による。
(1)会長は、本会を代表し、会務を総括し、常任理事会および理事会の議長を務める。

(2)副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときまたは会長が欠けたときは、副会長がその

職務を代行する。

(3)事務局長は、会長を補佐し、各部会と連携をとり会務の執行に関する調整、事務事項のとり

まとめを行う。

0 事務局員は、事務局長を補佐し、事務局長の指示に従つて事務を担当する。
(5)常任理事および理事は、理事会を構成するとともに、担当部会の分掌事項を推進する。

(6)HP管理班長および HP担当者の職務は、同窓会 HPi~3用規約に規定する。
(7)会計は、本会の会計事務を担当する。

(8)監事は、会計事務を監査する。

(9)外部相談役は、会長の要請に応じて理事会等に出席し、母校の運営状況等について報告し、かつ、

本会の活動に関し助言することが出来る。

4 役員の任期は、2年とする。但し、再任を妨げない。なお、補欠により選任された者の任期は、
前任者の残余期間とする。

(常任理事会および理事会)

第 9条 常任理事会および理事会は、会長が必要と認めた時に開催する。
2 常任理事会は、本会の運営に関する事項について協議、議決する。
3 理事会は、総会に付議する事項を議決するとともに、本会の重要事項について協議する。
4 表決については、第 10条の 5項を適用する。

(総 会 )
第 10条 定期総会は、年 1回会長がこれを開催する。
2 定期総会は、支部総会の後に行 うことを原則とする。
3 臨時総会は、必要に応じて理事会の議を得て、会長がこれを開催する。
4 定期総会および臨時総会の議長は、出席会員の中より選出する。
5 議事は、出席会員の過半数により決する。但し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。

(総会への付議事項)

第 11条 総会に付議する事項は、次のとおりとする。
(1)会則の制定および改廃

(2)事業報告、決算報告および監査報告

(3)事業計画案および予算案
‐17‐



(0 役員の選任
(5)そ の他理事会において必要と認めた事項

(顧 問)
第 12条 本会の運営に関する助言を受けるため顧間を置くことが出来る。
2 顧間は、本会の会長経験者の中から会長が就任を依頼する。
3 会長は、必要の都度顧間に理事会等への出席を要請し、本会の運営に関する助言を受けることが出来る。

(経 費)
第 13条 本会の経費は、年会費、入会金および寄付金等の収入をもつて充てる。
2 年会費は 500円 とする。但し、満 88歳以上の者および当該年中に満 88歳に達する者については

年会費を免除する。

3 新たに入会する者は、入会金 1,000円 (本会 500円、支部 500円 )を納付するものとする。

(会計年度および事業年度 )

第 14条 本会の会計年度および事業年度は、毎年 4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日 に終わる。

(慶 事)
第 15条 次のとおり慶祝を行 う。
(1)会員が数え年の米寿および白寿を迎えたときは、祝詞を添えて記念品を贈る。

(2)記念品については、常任理事会で定める。

(組織図、役員名簿および会議体)

第 16条 本会は組織図、役員名簿および会議体を備え、管理する。

付  則
1 この会則は、平成 7年 4月 1日 より適用する
2 この会則は、平成 8年 4月 1日 よリー部改定する。
3 この会則は、平成 8年 5月 1日 よリー部改定実施する。
4 この会則は、平成 10年 6月 11日 よリー部改定実施する。
5 この会則は、平成 11年 6月 9日 よリー部改定実施する。
6 この会則は、平成 12年 6月 9日 よリー部改定実施する。
7 この会則は、平成 14年 5月 21日 よリー部改定実施する。
8 この会貝Jは、平成 15年 5月 18日 よリー部改定実施する。
9 この会則は、平成 17年 5月 14日 よリー部改定実施する。
10 この会則は、平成 21年 5月 16日 よリー部改定実施する。

H この会則は、平成 22年 5月 15日 よリー部改定実施する。
12 この会貝りは、平成 23年 5月 17日全部改正し、同日より施行する。

13 この会則は、平成 25年 5月 10日 に一部改正し、同日より施行し、平成 25年度の年会費から適用する。

14 この会則は、平成 27年 5月 26日 に一部改正し、同日より施行し、平成 27年度の年会費から適用する。

15 この会則は、平成 28年 5月 26日 よリー部改定実施する。

16 この会則は、平成 29年 5月 16日 よリー部改定実施する。

17 この会員Jは、平成 30年 5月 16曰 よリー部改定実施する。
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レイカディア讚歌

商繊修三 作網
下精工爵 作曲
慶瀬量率 構作

(レイカディァ大学校歌)
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互
い
に
助
け
合

い
、
高
総
者
社
会
を
生
き
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責
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実
現
力
を
高
め
よ
う
。

な
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康
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極
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募
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高
難
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会
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働
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う
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昔
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新
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会
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